
１
、
行 

書 

対 

聯 
 
 
 
 
 
 

呉ご

華か

源げ
ん 

 
 
 
 
 

制
作
年
不
詳 

呉
華
源
（
１
８
９
３
～
１
９
７
２
）
名
は
原
。
字
の
華
源
が
通
行
す
る
。
別
字
子
深
。

号
漁
村
。
江
蘇
蘇
州
の
人
。
１
９
３
～
４
０
年
代
に
呉
湖
帆
や
呉
徴
、
馮
超
然
ら

と
と
も
に
“
三
呉
一
馮
”
と
称
さ
れ
た
。
１
９
６
６
年
台
湾
芸
術
学
院
教
授
と
な

る
。
山
水
は
董
其
昌
に
学
び
、
竹
石
は
北
宋
の
文
同
を
師
と
し
た
。   

養
成
大
拙
方
為
真
巧 

学
到
如
愚
儳
能
稱
賢 

石
泉
先
生
雅
正 

子
深
呉
華
源  

  

２
、
臨
金
石
銘
文
横
披 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

翟て
き

煕き

成せ
い 

翟
煕
成
は
生
卆
年
不
詳
。 

制
作
年
は
１
９
２
０
年
を
想
定
し
た
が
、 

或
い
は
６
０
年
前
の
１
８
６
０
年
か
も
し
れ
な
い
。 

臨
書
し
た
銘
文
は
２
０
種
類
に
及
ぶ
。 

 

  

３
、
草
書
臨
王
羲
之
成
都
城
池
帖
軸 

 
 
 

宋そ
う

伯は
く

魯ろ 
 
 
 
 

１
９
２
７
年 

宋
伯
魯
（
１
８
５
４
～
１
９
３
２
）
陝
西
省
醴
泉
県
の
出
身
、
三
十
二
歳
で
科
挙
に

及
第
し
た
。
１
８
９
８
年
の
戊
戌
政
変
以
降
は
、
詩
と
絵
画
の
制
作
に
打
ち
込
み
、

絵
画
は
清
時
代
初
期
の
王
時
敏
の
画
風
を
学
び
、
瀟
洒
な
山
水
画
を
描
い
た
。 

書
は
蝿
頭
小
楷
（
粒
の
小
さ
い
楷
書
）
を
得
意
と
し
た
。
本
作
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
運
筆
で
、
抑
揚
を
控
え
め
に
書
い
て
い
る
。
七
四
歳
の
作
品
。 

 

 
 
 
 
 

１ 

 

４
、
行 

書 

対 

聯 
 
 
 
 
 

王お
う

汝じ
ょ

崇す
う 

 
 
 
 

１
９
４
１
年 

王
汝
崇
（
１
８
７
５
？
～
１
９
６
３
？
）
字
は
俊
厓
、
江
蘇
無
錫
の
人
。
清
末
か
ら

民
国
初
期
に
活
躍
し
た
。
収
蔵
を
好
み
、
早
年
に
欧
陽
詢
を
習
得
し
、
中
年
に
顔

真
卿
に
転
じ
、
晩
年
は
《
千
字
文
》《
書
譜
》
を
好
ん
だ
。 

人
柄
は
温
厚
で
聡
明
で
あ
っ
た
。
書
に
巧
み
で
篆
、
隸
を
得
意
と
し
、
篆
刻
に

も
才
能
を
発
揮
し
た
。
飲
酒
を
好
み
、
禅
の
気
風
を
喜
び
、
同
時
代
の
文
人
僧
・
李

叔
と
親
交
が
深
か
っ
た
。 

 
 

 
 
 



５
、
行 

書 

軸 
 

張
ち
ょ
う

伯は
く

英え
い 

１
９
２
２
年 

張
伯
英
（
１
８
７
１
～ 

１
９
４
９
）
清
末
か
ら
中
華
民
国
に
至
る
間
の
著
名
な
書
家

の
一
人
。
近
代
書
壇
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
即
ち
傅
増
湘
、
鄭
孝
胥
、
華
世

奎
ら
と
と
も
に
当
時
の
四
大
家
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
淵
源
は
北
魏
碑
に
あ
り
，
用

筆
は
方
筆
円
筆
の
双
方
を
備
え
骨
力
も
充
実
し
て
い
た
。  

６
、
行
書
山
谷
題
跋
蘭
亭
軸 

 
 
 

邵
し
ょ
う 

章
し
ょ
う 
 

 
 

 

１
９
３
９
年 

邵
章
（
１
８
７
２
～
１
９
５
３
）
浙
江
杭
州
の
人
。
黄
庭
堅
が
定
武
本
蘭
亭
序
の
拓

本
に
附
し
た
跋
文
を
臨
書
し
た
も
の
。
細
太
の
変
化
に
富
み
、
王
羲
之
書
法
を
継

承
し
た
典
型
的
な
帖
学
派
書
法
で
あ
る
。
右
肩
上
が
り
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
整

っ
た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。 

大
意
は
「
蘭
亭
序
は
優
れ
た
書
で
南
朝
の
宋
・
斉
以
来
、
士
大
夫
の
間
で
受
け
継
が
れ
、

唐
時
代
に
太
宗
の
求
め
で
虞
世
南
・
褚
遂
良
が
模
本
を
作
る
も
、
今
と
な
っ
て
は
定
武
本

の
拓
本
が
も
っ
と
も
王
羲
之
の
筆
意
を
伝
え
る
も
の
だ
」 

７
、
甲
骨
文
対
聯 

 
 
 
 
 
 

王

蘊

章

お
う
う
ん
し
ょ
う 

 
 
 
 

１
９
４
０
年 

王
蘊
章
（
１
８
８
４
～
１
９
４
２
）
字
は
西
神
。
１
９
２
４
年
の
北
京
政
変
後
、
上

海
に
居
し
、
大
夏
・
交
通
・
光
華
・
同
済
な
ど
の
各
大
学
の
教
授
を
歴
任
し
、
後
、

正
風
文
学
院
院
長
兼
教
授
、
商
務
印
書
館
編
輯
、「
新
聞
報
」
主
筆
、
維
新
政
府
実

業
部
秘
書
兼
実
業
報
主
筆
、
南
京
中
国
文
芸
協
会
理
事
を
歴
任
、
奮
商
社
の
社
員

で
あ
っ
た
。 

 

詩
に
工
で
、
周
頤
・
朱
祖
謀
・
徐
珂
・
邵
瑞
彭
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
書

法
は
晋
唐
宋
の
楷
草
隷
篆
の
源
流
を
学
び
、
ま
た
小
楷
に
も
長
じ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

２ 

 
 
 

 
 

 

        

１ 



  

８
、
臨
道
因
法
師
碑
四
屏

 

蕭
し
ょ
う 

蛻ぜ
い 

１
９
２
８
年 

蕭
蛻
（
１
８
６
３
～
１
９
５
８
） 

字
は
蛻
公
、
号
は
退
暗
。 

老
年
に
は
蘇
州
に
住
ん
だ
。 

後
出
の
沈
尹
黙
と
並
ん
で 

近
代
中
国
書
壇
の
代
表
的
存 

在
と
い
え
る
。 

  

 

 

９
、
行
書
七
言
詩
軸  

 
 

黄こ
う

樹じ
ゅ

仁じ
ん 

 
制
作
年
不
詳 

字
は
静
園
、
上
海
出
身
の
秀
才
で
、 

 
 

科
挙
の
補
欠
生
と
し
て
抜
擢
さ
れ 

た
。
書
に
巧
み
で
、
ま
た
篆
刻
も
能 

く
し
た
。
呉
昌
碩
ら
が
参
加
し
た 

『
豫
園
書
画
善
会
』
に
も
加
盟
し
た 

こ
と
が
あ
り
、
呉
昌
碩
、
楊
逸
、
朱 

祖
謀
ら
多
く
の
芸
術
家
と
交
流
し 

た
。 

   

 

⒑
、
隷
書
五
言
対
聯 

 
 
 

袁
克
文

え
ん
か
つ
ぶ
ん 

 
 

 

制
作
年
不
詳 

袁
克
文
（
１
８
８
９
～
１
９
３
１
）
民
国
初
代
総
統
・
袁
世
凱
の
次
子
。
字
は
豹

岑
。
中
国
河
南
項
城
の
人
。
民
国
四
公
子
の
一
人
に
称
さ
れ
る
。
書
法
絵
画
に
精

通
し
、
詩
詞
歌
賦
も
よ
く
作
り
、
古
玩
や
古
書
画
の
収
集
も
多
か
っ
た
。
後
に
袁

世
凱
が
帝
を
自
称
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
た
め
、
そ
の
怒
り
に
ふ
れ
上
海
に
逃
れ

た
。
上
海
在
住
中
に
も
多
く
の
書
画
を
遺
し
た
。 

 

楼
迥
心
常
定 

笙
寒
以
再
聞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 

   

 

⒒ 

行 

書 

軸 
 

余よ

紹
し
ょ
う

宋そ
う 

１
９
４
７
年 

余
紹
宋
（
１
８
８
３
～
１
９
４
９
）
字
は
越
園
、
号
は
寒
柯
、
浙
江
省
の
人
。
清
末

に
日
本
の
法
制
大
学
に
留
学
、
卒
業
後
帰
国
し
外
務
部
主
持
の
任
に
つ
く
。
司
法

関
係
の
職
を
歴
任
す
る
も
圧
政
に
抗
議
し
職
を
辞
す
。
後
に
杭
州
で
売
画
生
活
を

送
る
。
１
９
４
３
年
に
浙
江
省
通
志
館
館
長
。
収
蔵
に
富
み
、
山
水
画
を
よ
く
し
、

刻
印
も
巧
み
だ
っ
た
と
あ
る
。『
書
画
書
録
解
題
』
他
、
数
冊
の
著
作
を
紹
介
し
て

い
る
。 



⒓ 
行 

書 

横 

披 
 

沈し
ん

尹い
ん

黙も
く 

１
９
５
３
年 

本
作
は
、
民
国
４
１
年
（
１
９
５
２
）、
沈
尹
黙
７
０
歳
の
年
に
、
親
し
い
友

人
た
ち
が
詩
集
を
作
っ
て
お
祝
い
に
来
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、
沈
尹
黙
が
返
礼

と
し
て
長
句
（
七
言
詩
）
を
吟
じ
た
。『
～
そ
の
中
で
も
「
楡
生
先
生
」
へ
の
お

返
し
と
し
て
作
っ
た
も
の
が
良
く
出
来
て
い
た
の
で
、
紙
を
出
さ
れ
書
く
よ
う
に

頼
ま
れ
た
。
そ
の
求
め
に
応
じ
て
こ
れ
を
書
い

た
。』
と
跋
語
に
述
べ
て
い
る
。 

 

   

⒔ 

行
書
李
白
詩
白
馬
篇
軸 

 

 

沈し
ん

尹い
ん

黙も
く 

 
 

制
作
年
不
詳 

沈
伊
黙
（
１
８
８
３
～
１
９
７
１
）
本
名
は
沈 

 

君
黙
。
原
籍
は
浙
江
省
興
。 

書
家
。
１
９
１
７
年
北
京
大
教
授
、
１
９
２ 

１
年
に
京
都
大
学
に
留
学
し
、
１
９
３
２
年 

北
京
大
学
学
長
に
就
任
。
現
代
筆
墨
会
の
旗 

手
と
い
え
る
。  

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

⒕ 

篆
書
臨
不
き
敦
蓋
銘
軸 

 
 
 
 
 

 

王お
う 

禔し 
 

１
９
６
３
年 

 

初
名
は
寿
祺
。
字
は
維
季
。
号
は
福
厂
（
庵
）。
浙
江
杭
州
の
人
。
光
緒
３
０
年

（
１
９
０
４
）
西
冷
印
社
の
創
設
に
際
し
て
、
大
い
に
尽
力
し
た
。
解
放
後
、
上
海

中
国
画
院
の
画
師
と
な
る
。
書
は
楷
隷
篆
書
に
た
く
み
で
、
篆
刻
を
よ
く
し
た
。

ま
た
蓄
印
を
喜
び
、
自
ら
印
傭
と
称
し
た
。
『
福
厂
蔵
印
』『
麋
硯
斎
印
存
』
な
ど

を
編
集
し
た
。 

 



⒖ 

唐
人
諧
語
行
書
軸 

 
 

啓 

功 
 

制
作
年
不
詳 

啓
功
（
１
９
１
２
～
２
０
０
５
）
字
は
元
白
。
北
京
市
の
人
。
中
国
当
代
著
名

教
育
家
、
古
典
文
献
学
家
、
書
画
家
、
文
物
鑑
定
家
、
詩
人
と
し
て
有
名
。
国
学

大
師
。
満
族
、
本
姓
は
愛
新
覚
羅
氏
で
あ
る
。
清
世
宗
（
雍
正
帝
）
の
第
五
子
で

あ
る
和
親
王
弘
昼
の
第
八
代
目
の
子
孫
に
あ
た
る
。
著
作
は
多
く
、
北
京
師
範
大

学
教
授
を
歴
任
す
る
。
故
宮
博
物
院
顧
問
等
要
職
に
あ
っ
た
。 

本
作
は
、
唐
時
代
の
夫
婦
に
ま
つ
わ
る
戯
歌
で
、
お
そ
ら
く
婚
姻
の
祝
い
に
贈

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

「
回
波
尔
时
栲
栳
怕
婦 

也
是
大
好
外
辺
只
有 

裴
談
内
里
無
過
李 

老 

唐
人
諧
語 

啓
功
書
」 

 唐
の
中
宗
時
代
、
朝
政
は
韋
皇
后
に
牛
耳
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
き
に
裴
談
と
い
う
大
官
僚

が
お
り
、
彼
は
有
名
な
恐
妻
家
（
怕(

は)

婦(

ふ)

）
で
、「
妻
に
は
三
つ
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
。

若
い
と
き
は
菩
薩
の
よ
う
で
、
子
が
生
ま
れ
る
と
鬼
子
母
神
の
よ
う
で
、
年
老
い
て
化
粧
が
乱
れ

る
と
鬼
の
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
程
で
し
た
。
あ
る
と
き
宮
中
で
宴
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
席

上
、
道
化
が
即
興
の
替
え
歌
で
恐
妻
家
の
裴
談
を
か
ら
か
い
ま
す
。 

 中
宗
の
名
前
は
「
李
顕
」
、
つ
ま
り
「
李

老
（
李
の
旦
那
）
」
と
は
韋
皇
后
に
頭
の

上
が
ら
な
い
中
宗
の
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
を
聞
い
て
一
番
喜
ん
だ
の
は
他
で
も

な
い
韋
皇
后
で
、
道
化
に
褒
美
を
あ
た

え
た
の
で
し
た
。 

 

 

⒗ 

行
書
軸 

 
 
 
 
 

鄧と
う

散さ
ん

木ぼ
く 

 

鄧
散
木
（
１
８
９

８
～
１
９
６
３
）
は
、

近
代
中
国
を
代
表

す
る
篆
刻
家
・
書

家
。
号
は
散
木
の

ほ
か
に
糞
翁
・
一

足
な
ど
奇
怪
な
も

の
を
も
ち
い
ま
し
た
。 

篆
刻
は
趙
古
泥
に
、
書
は
蕭
退
闇
に
学
び
、
と
も
に
江
蘇
常
熟
の
人
で
あ
っ
た
の

で
「
虞
山
弟
子
」
と
も
号
す
る
。
そ
の
上
で
封
泥
や
陶
文
な
ど
を
規
範
と
し
て
人

に
左
右
さ
れ
な
い
独
自
の
篆
刻
芸
術
を
構
え
た
。
書
の
隷
書
は
張
遷
碑
を
、
行
書

は
章
草
を
基
礎
と
し
、
晩
年
は
王
羲
之
や
柳
公
権
に
師
法
し
た
。 

 
 

５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21

、
行
書
臨
集
王
聖
教
序
横
披 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鄧
散
木 

１
９
４
０
年 

  

回
波
爾
時
栲
栳 

（
決
ま
り
文
句
で
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

 
恐
妻
家
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か 

外
じ
ゃ

裴
談
ど
の
が
一
番
で 

内
じ
ゃ
李
の
旦
那

に
か
な
わ
な
い 



⒘
行
書
堂
号
横
披 

 

秦

し
ん

古
柳

こ
り
ゅ
う 

 
 
 

⇐

上 
 
 
 
 
 
 

１
９
３
１
年 

（
生
卆
年
不
詳
） 

 

絵
画
が
得
意
で
本
館
に
は
、
写
実
的 

な
「
新
年
大
吉
図
」
と
故
事
画
が
あ 

る
。
山
水
画
も
良
く
し
た
。 

本
作
は
知
人
の
た
め
に
、
堂
号
名
を 

揮
毫
し
た
も
の
。
日
常
の
行
書
体
と 

は
違
っ
た
端
正
な
書
き
ぶ
り
で
あ 

る
。 

 
⒛ 
行
書
横
披 
 
 

符ふ 

鋳
ち
ゅ
う 

１
９
４
６
年 

符
鋳
（
１
８
８
６
～
１
９ 

 

４
７
）
字
は
鉄
年
、
号
は 

 

瓢
庵
、
別
署
閑
存
居
士
。 

祖
先
は
湖
南
衡
陽
の 

出
で
、
広
東
潮
州
で
生 

ま
れ
た
。 

晩
年
は
上
海
に
住
ん 

だ
。
幼
少
期
か
ら
書
名 

が
あ
り
、
少
年
期
に
は 

詩
や
文
章
を 

書
い
た
。
絵
画
も
得
意 

と
し
た
。
特
に
山
水
、 

老
松
は
気
品
が
あ
り 

優
れ
て
い
る
。 

⒙ 

行 

書 

巻 
 
 
 
 

冒
広
生

ぼ
う
こ
う
せ
い 

 

１
９
３
９
年 

左
上 

冒
広
生
（
１
８
７
３
～
１
９
５
６
）
字
は
鶴
亭
、
号
を
疚
斎 

と
し
た
。
江
蘇
如
皐
の
人
。
中
国
近
代
文
化
史
に
と
っ
て 

重 

要
な
人
物
と
さ
れ
る
、
新
中
国
成
立
後
の
要
職
を
歴 

任
し
、
文
革
中
も
放
逐
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
書
は 

 
 
 
 
 

６ 

新
旧
の
書
風
を
調
和
さ
せ
て
知
的
な
印
象
を
作
り
上
げ
て
い
る
。 
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行
書
横
披 

呉
観
岱 

 

１
９
２
０
年
代 

呉
観
岱
（
１
８
６
２
～
１
９
２
９
） 

初
名
は
宗
泰
。
字
は 

觀
岱
、
ま
た

の
字
は
念
康
。
号
は
潔
翁
、
漁
陸
散

人
、
觀
道
人
な
ど
。
斎
号
は
存
融
草

廬
。
四
十
歳
以
後
は
字
の
觀
岱
を
名

と
し
た
。
江
蘇
省
無
錫
の
人
。 

小
さ
い
頃
か
ら
商
店
で
働
き
な
が
ら 

書
画
を
学
ん 

だ
。
北
京
の
収
蔵
家
廣
泉
（
１
８
６ 

８
～
１
９
３
２
）
に
そ
の
人
柄
と
画 

名
を
知
ら
れ
て
北
京
に
迎
え
ら
れ
、 

廉
氏
収
蔵
の
書
画
や
故
宮
の
歴
代
書 

画
を
見
、
古
画
を
学
ん
で
か
ら
、
画

技
が
著
し
く
進
ん
だ
。
本
作
は
依
頼

に
よ
り
書
斎
名
を
揮
毫
し
た
も 

の
。「
琴
剣
図
書
之
室
」 


